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鈎虫免疫に関 する研究

(2）血清蛋白像について
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緒言

Wright (Hl43）等は Trichinellaspiralisの幼虫を家

兎に感染して抗血清の蛋白像の変化をチゼリウス電気泳

動法により追求し γ－globulinの増加を認め且，との舟

田中に幼虫と沈降物を形成する抗体を認めた.Leland 

(HJ55）は Nippostrongylusmurisの幼虫をラッテに

漸次増量感染して血清の変化を観察し β－globulin及び

総蛋白呈の増加を認めたが γ－globulinの顕著な変化は

認めなかった．永井（1956）はヅピニ鈎虫幼虫を家兎に

感染した場合，血清中の γ－globulinは増加の傾向を示

したと述べている．石原らくHl56）は鈎虫症患者血清に

ついて，石崎ら（1956,1958）は鈎虫 Carrier血清につい

て夫ペ γ－globulinの増加の傾向を認めた．同様の事実

を石塚（1959）も報告し．大角（1959）は鈎虫，寵忠犬に

ついてもとの事実を認めた．との際幼虫を漸次増此しな

がら重複感染を行うと γ－globulinの増加は益ノ有者明に

認められたと報告している．

著者は犬鈎虫幼虫を経口感染した家兎，幼虫体乳剤を

皮下注射して免疫した家兎並びに成e虫体乳斉I］を皮下注射

して免疫した家兎の血清ー蛋白像の変化を観察した．

実験材料ならびに方法

血清は第 1報に述べた如く‘犬鈎虫幼虫経口感染， f)J

虫体免疫及び成虫体免疫を行って得た各家兎血清を非働

化しないて、用いた．

血清蛋白牙屑像は 1慮紙電気泳動法によって分画を行

い，プロムフェノールブルーて、染色し光度計て比色定11

して観察した．即ち東洋理化工業製水平式11草紙電気泳動

装置 K・1型を使用し，緩衝液はベロナーノレ緩衝液（pH

8.6, 0.05μ), t慮紙は東洋鴻紙 No.51 ( 2 cmン40）を

用いて血清約0.Olmlを0.35mA/cm, 6時間泳動した後

油紙を 110°0,10分間加熱，乾燥，固定した．蛋白質は

1 9oプロムフェノールブ、ノレー（昇来飽和エタノーノレ溶液〉

中て約20分間染色した後， b.2%酷酸液て洗糠し，室温

て自然乾燥後，アンモニアガス中を通し，次に熔融ノミラ

フィン中を通して透明化し東洋理化工業製漉紙電気泳動

光電比色計て定民した．

実験成績

経口感梁，幼虫体或は成虫体免疫による家兎の血

清蛋白牙屑値の変動は幼虫の経口感染〈幼虫数第1回

10,000隻，第2問 20,000隻，第3回 30,000隻，第

4回 40,000隻，第5回 50,000隻〉，幼虫体乳剤，成虫

体乳剤の皮下注射（虫体乾燥量第1回 lmg，第2回2

mg，第3回 3mg，第4回4mg，第5回 5mg）によって

家兎を免疫した後，各回免疫後1週自に耳静脈より一部

採血〈約 5ml）してmた血清について行った．

経口感染家兎血清においては感染前蛋白牙屑の平均値

( 6匹〉は albumin55.8%，α，β－globulin 30.6%，γ． 

globulin 13 .6%であったが感染による之等蛋白牙屑値の

変動を観察すると albuminは第1回感染により 47.7%

( 6匹の平均値〉と減少し以後感染同数の増加と共にわ

ずかに減少の傾向が認められ，第3同感染後の血清ては

:!1.7% ( 5匹の平均伯〉となった．第5回感染後は l匹

についでどあるが35.7%と減少していた．α，β－globulin

は第1回感染後一時的に増加して36.3%(6匹の平均値〉

となったが以後ほとんど増減なく第3巨！感染後が最高て

35.4% c 5匹の平均値〉，第4回感染後が最低て 33.1%

(4匹の平均値〉であった．γ，globulinは感染の度毎に

増加し第1回感染後16.1%，第2回感染後Hl.4% c何れ

も6匹の平均値〉，第3fill感染後23.0% く5匹の平均値〉，

第 4凹感染後24.2% c 4匹の平均値〉であって，第5回

感染後は l匹のみについてであったが30.6%となり，明

らかに増加傾向を認めた（第 l表，第 l図〉．

幼虫体乳剤皮下注射免疫した家兎血清においては，免

疫前蛋白分屑の平均値（ 7匹〉は albumin50. 9 %， α， 

β－globulin 32.2%，γ－globulin 16.9%であったが，免疫

による之等白牙j再値の変動を観察すると albuminは免
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成虫体手し剤皮下注射免疫家兎の

血清蛋白分屑イ直（%）

第 3表幼虫経口感染家兎の血清蛋自分屑イ直（%）第 1表

最低
イ直

免疫
回数

平均値
（α＝0.05) 

十両最
値

動物
数 平均値

（α＝0.05) 

0
1
2
3
4
5
 

47.4土2.57
49.0±4.92 
46.5±2.10 
45.5±2.97 
50.3±5.55 
47.8±5.25 

最高
値

50.9 
54.4 
48.0 
48.8 
58.5 
56.4 

最低
イ直

42.6 
40.7 
45.2 
41.0 
44,0 
42.9 

動物
数

円

b
p
O
F
O
氏
リ
ぷ
U
F
O

免疫
回数

55.8± 6.92 
47. 7± 8.62 
46.9± 5.35 
41. 7± 6.20 
42. 7±13.60 
35.7 

66.4 
54.0 
50.9 
48.9 
51.6 

49.4 
33.6 
39.5 
37.0 
33.5 

c
o
p
o
c
O
F
h
d
d斗
4
1
i

0
1
2
3
4
5
 

Albumin 
Albumin 

35.8±3.68 
35.7±2.97 
35. 7±2.77 
35.4±2.10 
34.3±2.82 
33.9±3.55 

40.3 
40.3 
38.8 
36.9 
36.9 
38.8 

30.9 
33,7 
32.0 
32.7 
28.9 
30.5 

C
O
F
O
P
O
G
U
F
O
P
O
 

ハU
1
i
q
L
q
O
A
H
1
F
h
d

30.6± 4.43 
36.3± 9.19 
33.8± 4.63 
35.4土 4.96
33.1±18.24 
33.7 

36.6 
50.4 
40.4 
41.4 
46.9 

25.0 
25.4 
30.3 
29.8 
19.5 

6
6
6
5
4
1
 

0
1
2
3
4
5
 

α，β－Globulin 
α，β－Globulin 

16.8±2.93 
15.3±2.62 
17 .8±2.35 
19.2土2.98
15.4±3.42 
18.3土3.63

20.0 
19.0 
20.0 
22.0 
19.1 
24.2 

11.0 
13.2 
15.3 
16.0 
11.2 
13.1 

6
6
6
6
6
6
 

A
U
1
ムつ
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q
u
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F
D

13.6± 3.44 
16.1土 3.73
19.4土 0.95
23.0± 3.22 
24.2± 6.80 
30.6 

16.7 
21.3 
22.3 
26.9 
28.9 

8.6 
10.6 
16.6 
19.0 
19.6 

6
6
6
5
4
1
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1
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円

L
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A
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γ－Globulin 
γ－Globulin 

匹の平均値〉であった（第2表，第 l図〉．

成虫体乳剤皮下注射免疫した家兎免疫血滑において

は， 免疫前蛋自分屑の平均値 c6匹〉は albumin4 7. 4 

%， α，β司globulin35. 8 %， γ－globulin 16.8 %であった

が，免疫による之等蛋白分屑値の変動を観察すると al-

buminは免疫による著明な変化は認められず，最高値

は第4回免疫後の50.3% c 6匹の平均値〉，最低は第3回

免疫後の45.5%c 6匹の平均均値〉であった． α，β－glo

gulinは免疫による影響は認められず免疫後の最高値は

第 l回免疫後の35.7% c 6匹の平均値〉，最低値は第5同

免疫後の33.9% c 6匹の平均値〉であった．叉γ－globu・

linについても著明な変動は認められず最高値は第3回

免疫後のH).2% c 6匹の平均値込最低値は第 l回免疫後

の15.3% c 6匹の平均値〉あてった〈第 3表，第1図〉．

考察

犬鈎虫幼虫を経口感染を行った家兎，同幼虫体乳剤を

皮下注射免疫した家兎及び同成虫体乳剤を皮下注射免疫

した家兎の血清をとり徳紙電気泳動法により血清蛋自主ト

屑像の変動を観察したととろ，経口感染家兎血清におい

ては僅かに albuminの減少傾向を認め， α，β－globulin

は第1回感染によ担一時的に増加したが，その後はほと

んど変動なく，小globulinは第1回感染後，感染の度毎

に増加傾向を認めた．幼虫体家兎免疫血清においては al-

bum inは僅かに減少の傾向を認め， α，β－globulinは第

1回免疫後僅かに増加し，その後はほとんど変動なく，

γ－globulinは免疫により著明な変動vまなかった．成虫体

幼虫体手し剤皮下注射免疫家兎の

血清蛋自分屑イ直（%）

第 2表

平均値
（α＝0.05) 

Albumin 

50.9土4,33
49.0士3.81
45.6土4.24
44.9土7.05
43.5±4.56 
44.7±7 .71 

高最
値

56.1 
53.5 
50.2 
55.8 
50.2 
54.。

停凡『，4t
’
 

最
値

43.3 
40.2 
36.3 
33.6 
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35.。
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数
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回数
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1ょっ，，
u
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32.2±3.20 
35.0±7.05 
36.4±5.48 
36.9±6.82 
35. 7±5.83 
37.0±5.87 

35.6 
48.2 
48.6 
47.5 
46.6 
45.3 

27.2 
25.4 
32.1 
26.1 
25.5 
33.5 

ヴ
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16.9±2.61 
16.0±4.23 
18.0±1. 94 
18.2土2.81
20.8±2.78 
18.3±4.29 

21.6 
23.3 
21.6 
21.0 
28.2 
20.9 

13.4 
11.6 
15.1 
11.8 
15.7 
12.5 

ヴ
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円
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γ－Globulin 

疫の度毎にやや減少の経過が認められたが，免疫による

最高値は第1回免疫後の49.0%c 7匹の平均値L最低値

は第4回免疫後の43.5%c 7匹の平均値〉であってわず

かに減少の傾向を認めた． α， β~globulin は第 1 回免疫

後35.0% c 7匹の平均値〉と僅かに免疫前よりも増加し

たが以後ほとんど変動なく最高値は第5回免疫後の37.0

% c 5匹の平均値〉であった． γ－globulinは免疫による

著明な変化は認められず，最高値は第4回免疫後の20.8

% c 7匹の平均値），最低値は第l回免疫後の16.0%c 7 
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免疫による家兎血清蛋白牙屑の変動は幼虫を経口感染

した場合に albuminの減少及び γ－globulinの増加傾向

が明らかに認められ，幼虫体， 成虫体等の乳剤を皮下注

射した場合には，著明な血清蛋自分屑の変動を認められ

なかったととは幼虫の代謝産物が著明に感染家兎の抗体

産生を促し，γ－globulinの増加となって血消中に現れた

ものと考えられる．永井（1956）がヅピニ鈎虫感染家兎血

清について γ－globulinの増加を認め，石原 （1956）》石崎

ら (1956,1958）が鈎虫保有者について，叉大角（1959)

が犬について同じく γ・globulinの増加傾向を認めてい

るのと同様な結果て、あった．著者の実験及び諸氏の報告

から幼虫，成虫を問わず，鈎虫が人或は実験動物体内に侵

入した場合に抗体産生を 促し，血清中に γ，globulinの

増加となって現れることが十牙に考えられる．との際，

非固有宿主の場合の如 く，幼虫感染によって産生される

血清抗体 〈γ－globulin）と固有宿主の場合の如 く幼虫感

染後腸管内て成虫となり寄生している状態において産生

される血清抗体 〈γ－globulin）との異同は明らかではな

いが，之等は今後検討すべき問題と考える．

結論

犬鈎虫幼虫経口感染，幼虫体乳剤の皮下注射， 成虫体

乳剤の皮下注射等により免疫した家兎血清の蛋白牙屑像

を櫨紙電気泳動法により観察して次の結論を得た．

(1）幼虫を経口感染した家兎免疫血清は感染の度毎

に albuminは減少し γ包lobulinは増加する傾向を認め

た．

(2）幼虫体及び成虫．体の乳剤により免疫した家兎血

清については，albumin，γ・globulinの著明な 減少或は

増加の傾向を認めなかった．

(3）α，β－globulinは何れの家兎免疫血清において

も著明な変化を認めなかった．

（丈献は第 3報に一括して記載）
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家兎免疫血清においては albuminは第 4回免疫後一時

的に増加を示したが，免疫による著明な変動は認められ

ず，α，β－globulin及び γ・globulinも免疫による著明な

変動は認められなかった．
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STUDIES ON HOOKWORM IMMUNITY 

日. THE CHANGES IN SERUM PROTEIN COMPONENTS 

TOSHISADA SAWADA & MEGUMI KONO 

(Dφar・tmentof Hygine, School of Medicine, Gumma University, Japan) 

The changes in serum protein components of rabbits immunized with Anりlostoma 
caninum were investigated by paperelectrophoresis. 

Rabbits were immunized with following antigens: 1) living larvae 2) homogenate of 

larvae 3) homogenate of adult worms. 

Experimental results were as follows : 

1) Increase ofγ－globulin and decrese of albumin were observed in the Group immunized 

with living larvae during the course of immunization. 

2) Remarkable changes of albumin and γ－globulin were not observed in the groups 

immunized with homogenate of larvae, and of adult worms. 

3) The changes ofα，β－globulin were not observed in all groups immunized with various 

antigens. 
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